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         おひさま岡町保育園 給食室 

 

2026年 7月 31日（金） 

 

 

  

  本日 7月 31日（金）はなのはなぐみのディキャンプがあります。初めて夜まで保 

育園で生活を送ります。楽しみとドキドキが入り混じる日。そんなこどもたちに、すみれ 

ぐみのこどもたちが、自分たちでつくった梅シロップをプレゼントし、『これを飲んでいっぱい楽しんでね』の思い

を伝えました。“早く飲みた～い“と瓶を抱きしめるなのはなぐみのこどもたちでした。 

また、ひまわりぐみのこどもたちは、合宿で 2 泊のお泊りを経験した先輩です。自分たちがつくった元気が

でる梅干しをつかって、たたききゅうりの梅和えを夜ご飯に食べられるようにつくることにしました。自分たちの

経験を通して、ドキドキすることも知っているからこそ“がんばってね”の思いを届けたい気持ちが生まれてい

ました。そんな支えのもと、なのはなぐみがいっぱい楽しめる 1日になることを願っています。 

 

 

夏本番の気候となり、毎日厳しい暑さが続いています。 

先日、こどもたちの梅仕事が仕上げを迎えました。笊の上に 

    赤じそと一緒に漬けた梅を丁寧に並べ、３日間干しました。“なんか、

色が変わってきたね。”“シワシワになってきた…”“あ～いいにおい‼ 

早く食べたい！”と梅の変化を感じ、食べることを楽しみにしている姿がありま 

した。日本の伝統食であり健康食品と言われている『梅干し』。これからの季節 

に必要な塩分やミネラルが補給でき、疲労回復や食欲増進作用もあり、夏バテ防 

止になります。今年は、４，５歳児の子どもたちが４ｋｇ漬けてくれました。園 

全員で味わえたらと思っています。梅のパワーで、今年の暑い夏も元気に過ごし 

ていけたらと思います。 

梅パワーで夏を乗り切ろう！ 

＜お家では…＞ 

すみれぐみ 岩井さん

自分で食べる果物やト

マトはボウルに入れて

水洗いを一緒にしてい

ます。 

ピザの具を切って置い

て、トッピングを一緒に

楽しみます。バターナ

イフで、焼き芋などや

わらかいものを切る練

習もしてみました 

 
3 回目のおかわりにやっ

てきた 3歳児のじんくん。 

“いっぱい食べるんやね～。

お腹パンパンじゃない？大

丈夫？” 

と、尋ねると… 

お腹を見せると同時に、お

腹をへこませ 

“みて～。お腹全然パンパン

じゃないよ～！” 

という姿が…。 

いっぱい食べたい思いを 

表現するその姿が 

かわいく愛おしく 

なりました。 

 

 

～いっぱい食べたいんだもん!!～ 

 

毎日こどもたちが給食を食べる

前に、職員がカウンター前で味見

をする『検食』の時間があります。

それを知っている4歳児のかんげ

んくん。 

“今日、松本先生いそがしいから、

かんげんがします！” 

と、やってくる姿がありました。 

 いい匂いに誘われて、早く食べ

たいとカウンターにやってくるこ

どもたち。 

知恵を使って、食べられる方法

を考えている姿がおもしろく、思

わず笑ってしまい 

ました。 

 

 

 

 

  ＜つくしぐみ＞ 

ポットンが楽しいこど 

もたち。炊飯器に、 

プチトマトをポットン 

して、炊き込みごは 

んの完成!!味付けは、

お出汁と、お塩のみ。 

  

 

 

＜れんげぐみ＞ 

切った胡瓜をジッパー付きの

袋に入れ、調味料を入れて 

もみもみして完成!! 

味付けは、塩昆布やゆかり、 

おかかしょうゆなど、さまざ 

まな味で味わえます。 

つくってすぐに食べられる 

簡単メニュー。 

 

 

 

 

     ＜たんぽぽぐみ＞ 

     とうもろこしを輪切りにす

ると、こどもたちの指で粒 

をポロポロ取ることができます。 

炊飯器に、粒と塩をい 

れて炊くと、おいしいご 

はんが完成！ 

 

 

    ＜すみれぐみ＞ 

      パンにスプーンをつか

ってケチャップをぬり、

自分たちで種取をした 

ピーマンやウインナー、 

チーズなどをのせ、トー 

スターで焼いたらおいし 

  いピザの完成!! 

      

 

 

 
 

 

  

  

～異年齢の関わりの中で～ 

～地域の方へ夏のごあいさつ～ 

       毎年、こどもたちとご近所に季節のご挨拶に伺っています。今年は本園周辺をすみれぐみが、

分園周辺はあじさいぐみが行きました。お庭のきんかんの収穫をさせてくれたり、 

りんごや渋柿を届けてくれたり、リースづくりのオリーブの枝をたくさんくれたり、こ 

どもたちに思いを寄せてくださる温かい近所の方々がいます。 

      “何歳なの？”“しっかり挨拶できてえらいね”と、声をかけてもらい、”３さいだよ“ 

“おそうめん（お中元）いっぱいたべてね“と緊張しながらも一生懸命応えるこど 

もたち。これからも、顔が見える関係を大切にしながら、地域の人に見守られ、 

地域の中でこどもたちが育っていくことを願っています。 

たちが 
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